
6
月

姶
日
▽
経
済
政
策
委
員
及
び
振
興

委
員
合
同
会
議
開
催
(
出
席

五
名
)
▽
販
売
促
進
講
習
会

開
催
(
出
席
四
十
名
・
誥
師

加
藤
雄
三
氏
)
▽
交
通
運
輸

部
会
幹
事
会
開
催

幻
日
▽
卸
団
地
協
議
会
例
会
開
催

(
出
席
十
二
名
)

器
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
▽
被
造

部
会
開
催
(
出
席
二
名
)
 
V

西
大
寺
商
店
街
通
璽
調
査

実
施
▽
当
所
婦
人
会
例
会
開

催
(
出
席
野
村
会
長
他
七
名
)

部
日
▽
産
業
訓
練
協
会
役
員
会
開

催
▽
繊
維
工
業
部
会
開
催

N
日
マ
商
業
卸
部
会
議
員
会
開
催

▽
分
野
調
整
連
絡
会
議
に
出

席
(
貴
多
本
局
長
、
於
大
阪

通
産
局
)

錫
日
▽
観
光
部
会
議
員
会
開
催
▽

建
設
部
会
議
員
会
開
催

紛
日
▽
当
所
監
事
会
開
催
(
出
席

植
田
・
阪
田
両
監
事
)

舒
日
▽
第
部
回
珠
算
検
定
実
施

(
受
験
者
五
百
名
・
於
県
短

期
大
学
)

那
日
 
V
交
通
運
輸
部
会
議
員
会
開

(
6
月
1
7
月
)

.
"
●
●
■
.
●
■
:
畔
"
●
■
●
●
■
:
●
■
:
●
●
゛
.
●
.
●
:
●
■
●
:
●
:
"
.
一

器
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
▽
卸
商

業
部
会
議
員
会
開
催
▽
工
業

部
会
議
員
会
開
催

7
月

1
Π
マ
全
国
商
工
会
議
所
役
職
員

研
修
会
に
出
席
金
貝
多
本
局

長
於
東
京
麻
布
研
修
セ
ン
タ

5
日
▽
第
釘
回
常
議
員
会
開
催

(
出
席
二
十
三
名
)
▽
大
文

字
保
存
会
役
員
会
に
出
席

(
仲
野
係
長
)

6
e
 
V
副
会
頭
会
議
開
催

7
日
▽
第
4
回
販
売
士
検
定
実
施

(
受
験
者
六
十
一
名
・
於
当

所
)
▽
卸
団
地
役
員
会
開
催

(
出
席
六
名
)

8
日
▽
特
許
相
談
実
施
(
相
談
件

数
二
件
)

9
日
▽
商
業
卸
部
会
議
員
会
開
催

口
日
▽
記
張
糖
導
実
施
(
十

五
日
ま
で
、
延
相
談
件
数
十

五
件
)

B
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催

N
日
▽
当
所
婦
人
会
竹
柏
句
会
開

催
(
出
席
十
二
名
)

巧
日
マ
井
複
実
施
邑
駅
件

数
一
件
)

M
日
▽
第
釦
回
議
員
総
会
開
催

(
出
席
六
十
五
名
)
ワ
卸
団

地
会
員
増
強
委
員
会
開
催

Ⅱ
日
▽
鹿
愛
護
会
総
会
江
出
席

(
木
戸
次
長
)

費雑

一
1
 
0
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7881

登
桝
夾
Ⅷ
路

小
規
業
経
営
改
善
資
金
融
資
と
い

う
制
度
を
ご
存
知
で
t
か
?
や
た
ら

長
い
名
称
で
、
と
っ
つ
き
に
く
い
感

が
し
ま
す
が
手
続
き
が
簡
単
・
最
も

有
利
な
融
資
制
度
と
好
評
で
t
。

▼
昨
年
度
の
融
資
状
況
を
見
る
と
、

二
百
四
十
企
業
、
融
資
斡
旋
額
は
二

億
百
十
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

融
資
内
容
も
運
転
資
全
、
の
貸
付
限
度

が
百
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
た
希
資
金
の
返
済
に
関

し
、
六
力
月
の
据
置
期
間
が
設
け
ら

れ
る
な
ど
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て

い
ま
す
。

▼
店
を
改
造
し
た
い
、
新
し
い
桜
械

を
^
^
し
た
い
:
:
:
と
い
う
^
^
、

お
気
軽
に
当
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
つ
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す

、
0

し

数
数

7881

月

5
5
6
6

＼
}

一
.

金
億
0 5

月

数

足

{

4
7
 
5

件

一
今

r
-
E
、

充
新

介
)

砧

(
紹

一

う

1同

Ⅱ

議
所
日
誌

ー
ー
ー
'
ー
ー

952244

商
工
会
議
所
を
軌
道
に
の
せ
る
⑤

明
治
中
期
に
入
り
、
わ
が
国
経
済
の
発
展
に
伴
い
栃
外

の
商
1
会
議
所
と
の
迎
絡
提
携
の
必
要
が
増
大
し
、
聖
^

<
瓢
所
制
度
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
朔
治
二
十
三
年
に
は
商
工
<
ミ
所
条
例
が
施
行
さ

れ
、
商
工
<
系
所
の
性
格
の
根
本
が
確
立
さ
れ
、
爾
来
、

わ
が
国
に
お
け
る
商
工
会
議
所
の
発
展
を
軌
道
に
の
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
に
は
京
都
に
お
い
て
全

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

舗
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

＼
、

、

月

魯

゛

の

1

6

月

号

1
-

噂

印
刷
所

鮒

谷
武
芳

喜

奈
良
明
新
社

一
部
五
十
円

1

1

国
十
五
の
会
議
所
が
参
加
し

て
商
業
会
議
所
速
合
会
を
結

成
、
明
治
三
十
五
年
に
は
商

工
今
畊
誘
厄
打
の
契
V

と
な
る
。
こ
の
朋
に
会
議
所

一

は
「
当
然
加
入
制
」
等
を
採

用
、
財
政
的
基
盤
の
確
立
と

地
域
総
合
団
休
と
し
て
の
吐

昆

7
 
9

変

二

伶
が
強
逆
C
れ
て
き
九
。

゛
、
、

▲

燮゛゛、
、
コ
゛
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第95号(昭和48年7月2日第三種郵便物認可)
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沙企業を育て地域をのばす商工会議所司

^̂
▼̂U.、

.^、

奈良会議所ニュース昭和51年8月100 (毎月1回10口発行)

0

簣盲盲轟艇、脂、卵冒璽髄腰
加1琴、,、、急、

1976.8

、''、

念ゞ

第95号(第三種郵便物認可)

゛X

中小企業調整官制度の発足

催

「低成長時代の経営戦略」
三号議員決まる〔公告〕
第3回竹柏句会入選作
経営実務セミナー
第4回販売士検定

^
ユ又 議所
歴史

・ーサーー目

奈良会議所ニュース

(総理府統計局)

ノ^^ー^

'町で見かけたら声をおかけください"
観光士産買取審査会実施・ー・・・・ー
事業所訪問
求職者情帳
消息
会議所日誌
主要経済指標

、

冒'司●冒■..●冒●.,,邑●.邑昆●●,邑●.●..●'.,冒■●,冒,●'...■....,■冒曙冒昆●●..,■冒.'甲,.冒鳳,邑■冒.冒'.,冒●.冒.,,●...冒..,.1,昆●冒冒冒邑●.冒邑●冒冒邑晶,冒冒亀昆●冒.邑●冒.'●冒●.,1冒●曙,●冒..邑●冒●..●,'.,.●'..●冒●...冒●.゛犀●..弔●■●.弔

倒産状況(県)

昭和51年8月10日(毎月1回10日発行)

~'勺、、、摘要 1 件数
6 ・ 1 0
" 1 '

(帝国典信所)

5

万tu><1^三二

乗客数(6月)

、

奈良市消費者物価指数(5月)

摘要1国鉄奈良駅奈良交通名所めぐり

^

(計)
前年同月

河別
プ,奈良公園 1專一西ノ京_＼＼

^^

1 ト

_1.'

479,011

2,303

3,414

1,557

2.6

8,090

(人)

15,959

C

(国鉄奈良駅・奈良交通)

職業紹介状況(5月)
(学卒、パートを除く)(奈良職安統計)

8.6

ノ」~

3,441

-12-

(昭和45年=10の

フ,344

総合

ーーーー~~~、＼区分
項目、""、、ー、、ー___
新規求人老数

規求職数

月問有効求

月問有効求職数

ち(保)受給者

奈良^

商工



中
小
企
業

調
整
官
制
度
の
発
足

中
小
企
業
と
大
企
業
の
誕
分
野

の
器
問
題
は
、
中
小
余
基
歪

制
定
当
時
(
昭
和
三
十
八
年
)
に
遡

る
経
紳
を
有
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

一
昨
年
以
降
、
軽
印
刷
・
局
・
も

や
し
・
段
ボ
ー
ル
紙
器
・
理
化
医
ガ

ラ
ス
等
の
業
誓
霜
い
て
紛
争
が
発

生
し
、
国
会
等
各
方
面
で
と
の
問
題

に
関
t
嘉
条
高
ま
る
一
方
、
中

小
余
業
界
に
も
中
小
企
業
の
事
業

分
野
を
法
律
に
よ
り
確
保
す
る
と
と

条
め
る
運
動
が
行
わ
れ
る
に
至
っ

た
。中

小
余
庁
と
し
て
は
、
紛
争
処

理
の
た
め
関
係
省
庁
と
一
体
と
な
っ

て
鋭
専
政
指
導
に
努
め
た
結
果
、

主
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
概
ね
妥
当

な
解
決
が
図
れ
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
又
、
事
業
分
野
調
整
法
の
制
定

に
つ
い
て
は
消
費
者
利
益
の
侵
害
や

中
小
企
業
自
身
の
近
代
化
を
隠
害
t

る
お
そ
れ
等
々
多
く
の
問
題
が
あ
る

の
で
釜
を
期
t
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
奨
製
踏
ま
え
て
中

小
余
庁
で
は
、
現
行
法
(
中
小
企

業
団
荏
)
の
活
用
と
適
切
な
行
政

指
導
に
ょ
り
、
紛
争
当
事
者
闇
の
話

し
合
い
を
促
進
し
、
幸
の
迅
速
・

的
"
解
決
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
本
年
度
よ
り
次
の
と
お
り
分

野
稠
整
対
策
の
強
化
、
拡
充
を
図
る

と
と
と
し
て
い
る
。

第
一
は
、
行
政
指
導
体
制
の
強
化

で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
中
小
企
ψ
耒
庁

本
庁
及
び
各
地
方
通
商
業
局
に
分
、

野
胴
整
に
係
る
綺
争
事
例
の
処
理
を

専
門
に
担
当
す
る
職
員
(
中
小
企
業

調
整
官
)
を
冬
一
名
(
合
計
九
名
)

配
置
t
る
。
中
小
傘
羽
整
官
は
、

紛
争
引
の
あ
っ
せ
ん
、
調
停
を
行

う
捻
か
中
小
企
業
等
か
ら
の
苦
情
受

付
、
管
内
の
情
報
収
集
、
都
道
府
県

等
関
係
機
関
と
の
連
係
の
強
化
に
あ

た
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
は
、
情
帳
収
集
体
割
強
化

で
あ
り
、
と
の
た
め
全
国
の
主
要
商

工
会
議
所
芝
新
た
に
分
野
器
指

導
懇
員
(
中
小
企
業
庁
委
嘱
の
モ

ニ
タ
ー
三
百
九
十
二
名
)
を
お
き
、

分
野
謬
様
る
待
の
受
付
及
び

紛
争
事
例
に
関
t
る
情
帳
収
集
を
担

当
さ
せ
る
こ
と
と
t
る
。

(
五
十
一
年
度
予
算
)

分
野
稠
整
指
導
凋
査
員
謝
金

二
百
六
十
万
一
千
円

誓
は
、
紛
象
処
理
機
能
の
強
化

で
あ
り
、
こ
の
た
め
紛
争
発
生
地
区

の
商
工
会
議
所
に
紛
争
特
別
襲
を

委
託
t
る
。
こ
の
凋
査
は
、
個
別
の

紛
争
事
例
に
つ
い
て
行
政
指
導
を
行

う
、
誹
発
生
地
区
に
お
け
る
大
企

業
進
出
の
影
粋
、
地
元
の
利
害
関
係

者
の
意
向
に
十
分
配
慮
t
る
た
め
行

う
も
の
で
あ
り
、
と
れ
に
ょ
り
地
域

喫
情
に
即
応
し
た
的
確
な
行
政
指
導

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

紛
争
特
別
開
査
委
託
費

七
百
五
十
九
万
八
千
円

第
四
は
、
紛
争
の
実
態
把
握
の
強

化
で
あ
り
、
と
の
た
め
霧
的
に
巾

小
企
業
存
立
分
野
闘
整
を
実
施
し
、

中
小
企
業
性
事
業
分
野
へ
の
大
企
業

の
進
出
と
紛
争
発
生
の
実
態
並
び
に

分
野
凋
整
問
題
に
対
す
る
関
係
者
の

、
叢
等
に
つ
い
て
マ
ク
ロ
的
把
握
に

努
め
る
と
と
,
、
に
、
新
た
に
火
企
業

進
出
事
例
研
究
を
実
施
(
委
託
)
し

紛
争
東
例
の
解
明
と
分
後
の
行
政
指

導
の
指
銑
の
確
立
に
資
す
る
と
と
と

t
る
。

中
小
企
業
存
立
分
野
凋
査
費

六
百
二
十
五
万
三
千
円

大
傘
進
出
事
例
研
究

三
百
四
十
万
七
千
円

第
五
は
、
関
係
機
関
と
の
穫
の

強
化
で
あ
り
、
こ
の
た
め
中
央
省
庁

都
道
府
県
・
商
工
会
議
所
・
中
小
企

業
団
体
等
と
中
央
・
地
方
別
に
定
期

連
絡
会
議
の
開
催
等
を
行
い
、
連
係

の
緊
{
密
化
を
図
る
こ
と
と
t
る
。

定
期
連
絡
会
議
開
催
費
等

二
百
三
上
一
万
三
千
円

▲
一
J
.
:
ニ
=
:
:
ノ
一
一
:
:
ニ
ー
早
:
.
ー
=
,
:
、
ニ
ニ
=
冨
:
1
山

と
き
九
月
九
日
・
十
日
・
十
三
日

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半

と
こ
ろ
当
所
四
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
女
子
従
業
員
接
客
技
術
と

包
装
技
術
』

講
師
◇
女
子
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
西
田
恭
子
氏

(
接
客
技
術
)

(
九
日
・
十
Π
)

◇
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
よ
り
派
造

(
包
装
技
術
)

(
十
三
日
)

税
の
ぺ
ー
ジ

民
法
上
の
問
題
が

起
り
や
す
い
相
続
税

f
し

相
続
や
遺
贈
に
ょ
っ
て
遺
産
を
も
ら
っ
た
人
に
は
相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
相
紕
税
は
複
雑
な
税
金
だ
七
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
器
の
倫
と
か
、
相
統
の
祭
な
ど
、
民
法
上
の
問
題
が
必
ず
と
盲
っ

て
ょ
い
妊
ど
起
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
税
金
の
計
算
は
ど
ぅ

す
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
告
す
れ
ぱ
い
い
の
か
と
ま
ど
ぅ
人
も

小
ノ
な
く
な
い
よ
う
で
t
。

U

※
包
装
技
術
に
使
う
教
材
は
各
自
準
備

広
く
関
係
者
各
位
の
ビ
来
場
を
歓
迎
し
ま
す
。

店

そ
の
相
続
順
位
は
、
ま
ず
、
死
亡

し
た
人
の
配
偶
岩
と
子
、
も
し
、
子

が
い
な
い
と
き
は
配
偶
者
と
直
系
尊

属
、
そ
し
て
、
子
も
直
系
尊
属
も
い

な
い
と
き
は
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
が
死
亡
し
て

い
て
、
孫
が
い
る
と
き
は
、
死
亡
し

た
子
と
同
じ
立
場
で
孫
が
相
続
人
と

な
り
ま
t
。

遺
産
の
相
続
分
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
定
相
続
分
が
民
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
t
が
、
相
続
人
の
協

議
に
ょ
り
ど
の
よ
う
に
で
も
分
割
で

き
ま
t
。

二
五
0
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数

を
か
け
た
金
額

⑤
死
亡
退
職
金
の
介
額
の
う
ち
、

二
0
0
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数

を
か
け
た
金
額

そ
の
椴
か
、
遺
族
が
受
取
っ
た
香

典
な
ど
は
税
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

菓
各

3

算
さ
れ
た
正
味
遺
産
額
が
、
遺
N

係
る
基
礎
控
籍
を
超
え
る
と
き
に

そ
の
超
え
た
分
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
相
続
開
始
四
年
以
内
に

被
相
続
人
か
ら
受
け
た
財
産
が
あ
る

と
き
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
正
味
遺
産

額
に
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
遺
産
を
相
続
し
た

場
合
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
t
べ
て

に
相
続
税
が
か
か
り
ま
t
が
、
次
の

も
の
に
は
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

^
^
^
・
^
^
・
^
^
^
ど

②
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う

人
が
も
ら
っ
た
財
産
の
う
も
、
そ

の
沙
業
に
使
う
も
の

矧
心
身
陣
害
者
共
済
劉
に
聖
つ
く

給
付
金
の
受
徐

④
死
亡
保
熔
ゐ
合
計
額
の
う
も
、

2

、(

m
ト

課
税
遣
産
額
の
計
算

と
四
0
0
0
万
円
に
法
定
相
続
人
の

数
を
か
け
た
金
額
と
の
合
計
額
と
な

つ
て
い
ま
す
。

正
味
の
遺
産
額
の
計
算

正
味
の
遺
産
総
額
か
ら
、
遺
産
に

係
る
誌
控
除
額
を
差
引
い
た
、
の

が
課
税
遺
産
額
で
t
。

誌
控
除
額
は
、
二
0
0
0
万
円

一
-
ー
ー
税
法
改
正
の
ボ
イ
、
ノ
ト
ー
ー
一
・

一
▽
高
精
度
工
作
機
械
等
の
特
別
償
却
の
創
設
(
措
法
四
十
三
条
①
8
)
一

一
一
こ
れ
は
、
将
来
技
術
国
を
目
指
t
わ
が
国
の
工
業
技
術
水
率
の
禽
一
一

一
化
に
必
要
な
高
精
度
の
産
業
機
械
に
つ
い
て
、
断
な
不
況
の
為
に
国
一

一
一
際
的
に
技
術
的
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
特
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一

一
高
曾
の
工
作
機
械
そ
の
他
の
産
柴
機
械
の
う
ち
昭
和
五
十
一
年
四
一

一
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
し
、
か
っ
事
一
一

一
業
の
用
に
供
し
た
場
合
、
当
該
産
業
機
械
に
つ
き
、
初
年
度
に
取
得
価
一

一
一
額
の
四
分
の
一
の
特
別
償
却
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
t
。
一

一
様
的
に
対
象
と
な
る
る
の
は
次
の
も
の
で
t
。
一
一

一
一
①
数
値
制
御
禽
工
作
機
械
②
旋
盤
③
ポ
ー
ル
盤
④
中
ぐ
り
盤
⑤
フ
ラ
一

一
イ
ス
盤
⑥
平
削
り
椎
・
形
削
り
盤
及
び
立
削
り
盤
⑦
研
削
盤
⑧
歯
切
又
一

一
一
は
歯
車
仕
上
桜
械
⑨
専
用
機
⑩
そ
の
他
の
工
作
機
械
⑪
液
圧
プ
レ
ス
⑫
一
一

一
機
械
プ
レ
ス
⑬
鋳
造
機
械
一
一

一
一
な
お
、
こ
れ
ら
の
機
械
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
精
度
を
規
定
し
て
一

一
一
い
る
の
で
、
適
用
ナ
る
に
あ
た
り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

一
^
税
理
士
栗
原
文
雄
(
忠
食
次
事
務
所
)
一
一

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
,
.

相
続
税
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
し

た
債
務
や
葬
式
費
用
を
差
引
い
て
計

相
続
税
の
総
額
の
計
算

課
税
遺
産
額
を
、
名
相
続
人
が
松

定
相
続
分
に
応
じ
て
取
得
t
る
も
の

と
仮
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
遺
産

額
を
計
算
し
、
そ
れ
に
税
率
を
か
け

て
税
額
を
聖
し
ま
す
。
そ
う
し
ぐ

算
出
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税
額
を
合

計
し
た
も
の
が
相
続
税
の
総
額
と
な

り
ま
t
。

ー
ー

「
.
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一
、
・
,
ン
低
成
長
時
代
の

経
営
戦
略

゛'一
ξ
,
'
ー
;
;
,
、
ξ
,
●
1
.

い
か
め
し
い
表
題
だ
が
と
れ
は
日

本
商
工
会
議
所
か
ら
い
っ
て
き
た
タ

イ
ト
ル
で
、
と
れ
か
ら
の
競
争
激
し

い
低
成
長
時
代
に
は
「
共
通
し
た
、

万
人
向
き
の
経
N
最
略
」
な
ど
な

と
私
は
思
っ
て
い
る
。

、
、

し
現
在
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
み
た

い
な
も
の
で
前
に
も
後
に
も
車
が
ひ

し
め
き
あ
っ
た
状
況
で
あ
る
。
と
の

な
か
で
時
問
通
り
目
的
地
に
逹
す
る

に
は
車
の
ひ
し
め
く
大
通
り
か
ら
出

て
細
い
裏
道
を
す
り
抜
け
て
行
く
外

は
な
い
。
大
通
り
と
い
う
の
は
馬
力

の
あ
る
大
型
車
の
有
利
な
場
所
だ

が
、
裏
通
り
に
な
る
と
大
型
車
は
動

け
な
い
。
現
在
は
小
回
り
の
き
か
な

い
大
余
よ
り
も
中
小
企
業
に
向
い

た
時
代
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
大
通
り
な
ど
た
だ
外
の
車

と
一
緒
に
走
っ
て
い
れ
ぱ
目
的
地
へ

着
く
。
裏
通
り
で
は
絶
え
ず
自
分
の

目
を
光
ら
せ
て
行
な
い
と
月
的
地
へ

製
し
な
い
。
全
く
述
っ
た
万
向
へ

車
が
走
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

と
れ
か
ら
中
小
企
業
の
活
躍
t
る

時
代
が
来
る
が
自
分
の
頭
で
独
自
の

竹
村
健

^
^
^
一
じ
き
る
^
田
^
昌
^
^
^
^
^
な

る
。
た
だ
し
盡
で
は
自
分
の
判
断

が
間
述
い
や
t
い
。

そ
と
一
'
い
火
の
見
や
ぐ
ら
か
ら

「
お
い
、
そ
の
車
は
北
へ
行
く
?
、

り
で
西
へ
行
っ
て
る
ぞ
」
な
ど
と
火

ま
か
な
方
向
感
覚
を
教
え
て
く
れ
る

セ
ン
タ
ー
が
必
要
に
な
る
。
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
中
心
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
単
に
商
品
の
大
量

購
買
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
「
情
殺

セ
ン
タ
ー
」
の
役
目
を
果
し
、
個
々

の
地
区
で
轟
を
探
し
て
走
る
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
正
し
い
方
角
を
与

え
る
の
で
あ
る
。

従
来
型
の
業
界
組
会
は
と
の
よ
う

な
方
向
へ
変
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

業
会
員
が
時
々
集
ま
っ
て
酒
を
飲
み

「
不
■
奏
で
す
な
あ
」
と
憂
き
ば
ら

し
を
し
、
組
合
員
の
抜
け
が
け
を
抑

え
る
よ
う
な
組
合
か
ら
一
転
し
て
、

希
望
の
も
て
る
情
都
を
組
合
員
に
与

え
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
業
全
体
の
大
勢
と
は
述

う
一
^
き
^
を
^
,
る
楽
^
が
い
た
ら

「
抜
け
が
け
だ
」
と
批
判
す
る
よ

り
、
そ
れ
を
暖
く
見
守
り
伸
ば
す
方

/

行
へ
進
む
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
そ

の
業
界
の
新
し
い
方
向
が
生
ま
れ
る

か
も
知
れ
な
い
、
一
種
の
テ
ス
ト
バ

イ
ロ
ッ
ト
役
を
演
じ
て
く
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
。
そ
の
代
り
そ
の
ユ
ニ

ク
な
業
者
は
自
分
の
体
験
を
組
合
本

部
へ
流
し
、
絶
え
ナ
組
合
本
部
が
新

し
帯
報
の
中
心
で
あ
る
よ
う
に
ナ

べ
き
で
あ
る
。

私
は
過
去
百
数
十
冊
の
本
を
霄
い

た
が
、
多
く
が
大
勢
を
雜
れ
た
方
向

の
本
だ
っ
た
。
「
常
識
を
ぶ
ち
披

れ
」
「
タ
ブ
ー
を
ぶ
ち
破
れ
」
「
全
て

を
逆
に
老
え
よ
」
(
以
上
三
部
作
毎

日
新
朋
社
刊
)
を
始
め
、
と
の
一
打

に
は
「
逆
発
想
の
ヒ
ン
ト
」
(
東
京

ス
ポ
】
ツ
社
刊
)
を
出
し
た
。
そ
と

で
需
演
依
頼
の
多
く
は
「
発
想
の
転

換
」
を
強
羽
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ

る
。
業
界
の
り
ー
ダ
ー
た
ち
も
頭
で

は
「
発
想
の
転
換
」
が
必
要
だ
と
思

つ
て
い
る
。
し
か
し
殆
ど
実
行
で
き

な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ラ
ッ
シ
ユ
の
中
で
身
動

き
で
き
な
い
で
い
る
。
何
と
か
抜
け

出
し
だ
い
、
抜
け
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
思
い
な
が
ら
、
抜
け
出
す
勇
気
が

な
い
の
で
あ
る
。
大
勢
の
い
る
所
で

大
勢
の
す
る
と
と
を
一
緒
に
や
る
と

と
に
の
み
慣
れ
て
き
た
か
ら
身
動
き

な
ら
ぬ
ラ
ッ
シ
ユ
の
中
で
動
か
ね
ば

い
か
ん
と
思
っ
て
も
動
く
方
向
を
考

え
る
と
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
実

行
に
移
す
こ
と
は
更
に
で
き
な
い
。

ー
、
'

人
闇
の
体
に
た
と
え
る
な
ら
「
低

血
症
状
」
に
陥
っ
く
い
る
の
が
、

「
低
成
長
社
会
」
で
あ
る
。
低
血
圧

の
典
型
的
症
状
は
精
神
不
安
、
無
気

カ
、
男
力
減
退
な
ど
だ
が
、
ま
さ

に
現
代
経
営
者
の
大
部
分
は
そ
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
。

と
の
短
い
原
翠
こ
の
低
血
圧
譯

き
く
万
能
聖
個
々
の
人
に
合
わ
せ

て
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
点
を
三
つ

だ
け
簡
単
に
あ
げ
て
お
く
。

一
つ
は
「
隙
闇
産
業
の
t
す
め
」

で
あ
る
。
高
度
成
長
時
代
に
瓢
走

行
の
ま
ま
見
過
し
て
き
た
隙
間
を
探

t
の
だ
。
人
間
の
謬
は
張
八
十

キ
ロ
走
行
の
時
に
は
四
十
五
度
だ

四
十
キ
ロ
に
落
ち
る
と
百
度
に

゛
、
、
力拡

が
り
、
停
止
時
に
は
百
八
十
度
に

な
る
と
い
う
。
低
成
一
井
代
の
方
が

い
ろ
い
ろ
囲
り
を
見
わ
た
せ
る
の
で

あ
る
。
自
社
の
製
品
を
高
所
得
眉
に

集
中
し
て
売
っ
て
き
た
人
は
別
の
厨

に
市
場
を
見
落
し
て
と
な
か
っ
た
か

を
検
討
す
る
。
自
社
の
製
品
に
一
寸

改
装
を
し
た
ら
新
し
い
需
要
が
生
じ

な
い
か
考
え
て
み
る
。
経
費
浪
費
の

穴
が
な
い
か
も
.
一
度
社
内
を
見
渡
し

て
み
る
。
と
に
か
く
「
隙
冏
探
し
」

を
や
る
の
で
あ
る
。
大
通
り
を
捨
て

て
一
譜
へ
入
っ
て
み
る
の
だ
。

節
二
は
「
不
安
産
業
へ
の
す
す
め

で
あ
る
。
「
低
血
圧
社
会
」
は
「
粘

神
不
安
定
」
で
あ
る
。
医
者
に
き
く

奈
良
西
寺
林
商
店
街

)
)

φ
1
2
3
1
1
代

と
「
腹
が
い
た
い
」
「
肩
が
と
る
」

と
き
ま
ぎ
ま
な
症
状
を
訴
え
て
く
る

患
者
に
ト
リ
フ
タ
ノ
ー
ル
と

「
抗
う
つ
剤
」
を
与
え
る
と
八
割

直
る
と
い
う
。
肉
体
的
茄
み
で
な
く

「
う
?
病
」
と
い
う
精
神
的
痛
み
が

大
部
分
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
社

会
で
成
長
す
る
企
業
は
粘
朴
不
安
を

与

い
や
t
産
楽
で
あ
る
。
近
頃
は
や
り

の
「
健
康
産
業
」
も
そ
う
だ
し
、
ア
メ

り
力
か
ら
来
た
ガ
ン
保
険
が
昨
年
初

年
度
に
予
定
の
二
十
倍
近
く
も
売
り

上
げ
た
の
も
不
安
に
乗
じ
た
の
で
あ

る
。
学
習
塾
の
は
や
る
の
も
未
来
へ

の
不
安
感
か
ら
来
て
い
る
。
い
く
ら

で
も
「
不
安
産
業
」
の
ネ
タ
は
回
り

に
あ
る
は
ず
だ
。

第
三
は
「
時
問
を
つ
述
さ
せ
る
産

業
」
で
あ
る
。
レ
ジ
十
1
産
業
と
い

う
よ
り
も
敢
え
て
こ
の
名
前
を
使
い

た
い
。
何
故
な
ら
低
血
圧
の
人
た
ち

は
「
無
気
力
」
で
あ
っ
て
そ
れ
引
ど

積
極
的
に
レ
ジ
十
1
と
取
り
組
む
気

は
な
い
。
し
か
し
週
休
二
日
制
で
休

、
、
,f

み
は
増
し
て
行
く
。
低
成
長
経
済
で

残
業
は
な
い
か
ら
退
荏
の
時
間
を

も
て
あ
り
ま
す
の
で
あ
る
。
こ
の
人

た
ち
が
「
時
問
を
つ
ぶ
t
」
た
め
の

産
誰
と
れ
か
ら
も
衰
え
る
ど
と
ろ

か
拡
が
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
金
の
か

か
る
の
は
駄
目
で
あ
る
。
従
来
の
レ

ジ
十
1
産
謹
六
き
な
誤
算
を
し

た
。
(
例
え
ば
都
心
の
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
.
ウ
ラ
ブ
と
か
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と

か
大
遊
園
地
と
か
)
と
れ
か
ら
は

「
金
は
食
わ
な
い
で
時
間
だ
け
を
食

う
」
安
上
り
の
「
時
朋
つ
ぶ
し
産

業
」
が
い
い
。
バ
チ
ン
コ
屋
が
不
況

、
＼ノ

に
強
い
の
も
そ
の
為
だ
し
、
マ
ー
ジ

十
ン
も
そ
う
だ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
.
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
と
い
う
野
外
の
池
や
立

木
を
利
用
し
た
高
い
設
備
の
い
ら
な

い
健
康
場
が
最
近
増
え
て
い
る
の
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

紙
而
が
つ
き
た
。
後
は
各
人
、
各

業
界
で
「
一
フ
ッ
シ
ュ
、
低
血
圧
時
代

に
人
の
求
め
る
も
の
」
を
探
し
て
も

ら
い
た
い
。

杉
山
鞭
工
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側

奈
良
市
鵲
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五

い
う

行
作

互
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奈
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議
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第
九
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議
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の
一
云
瓢
閉
越
任
を
行

な
い
左
器
通
り
硫
定
し
た
こ
と
を
公
告
し
ま
す
。
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経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

重
要
な
仕
入
れ
管
理

販
売
関
係
と
は
う
ら
は
ら
に
な
る

仕
入
れ
問
題
は
極
め
て
大
切
で
あ

り
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。
仕

入
れ
管
理
を
上
手
に
t
t
め
る
に
は

ど
ぅ
し
た
ら
よ
い
か
、
仕
入
れ
に
関

t
る
原
理
原
則
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

総
合
的
、
包
括
的
に
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
1
仕
入
れ
は
「
お
そ
ら
く

売
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
感

で
の
み
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
「
売
れ
る
よ
う
な
も

の
」
を
仕
入
れ
る
と
い
う
考
え
方
を

進
め
る
と
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
売

り
上
げ
傾
向
は
ど
ぅ
か
、
仕
入
れ
資

金
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
ら
よ
い
か
、

と
の
店
の
立
地
条
件
は
商
品
の
売
り

上
げ
W
い
か
に
影
学
る
か
、
顧
客

層
の
実
態
は
ど
ぅ
か
、
仕
入
れ
苗

と
利
益
茜
と
の
結
び
つ
き
は
ど
ぅ

新
製
品
の
動
き
は
ど
ぅ
か

、
、
力な

ど
を
総
合
的
に
十
分
に
検
討
し
て

包
括
的
に
見
祭
示
す
の
が
賢
明
と

い
え
ま
t
。

販
売
市
場
お
よ
ぴ
購
買
市
場
を
よ

く
調
べ
る
1
市
論
査
は
な
に
も
販

売
市
場
の
謡
査
だ
け
に
は
限
り
ま
せ

ん
。
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
販
売
市
場

を
調
べ
る
わ
け
で
す
が
そ
れ
と
と
も

に
、
新
製
品
、
輸
入
品
、
新
技
術
な

ど
の
情
報
の
と
と
も
あ
り
、
購
入
市

場
の
羽
査
を
行
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
結
局
、
よ
い

仕
入
れ
に
つ
な
が
る
と
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ぱ
、
問
屋
か
ら
仕
入
れ
る

場
合
に
、
よ
く
業
界
の
事
情
を
調
べ

た
り
、
そ
の
問
屋
か
ら
商
品
動
向
な

ど
を
よ
く
き
い
て
参
考
に
t
る
と
と

も
一
法
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
未
来

志
向
の
上
手
な
仕
入
れ
に
結
び
つ
け

る
と
い
う
ヂ
J
え
方
が
必
要
と
い
う
と

と
に
な
り
ま
す
。

商
品
構
成
を
適
正
に
す
る
よ
う
仕

入
れ
を
考
え
る
・
顧
客
の
望
む
も
の

に
ピ
ッ
ウ
リ
あ
う
と
い
う
こ
と
が
、

店
の
売
り
上
げ
を
伸
ぱ
す
理
由
と
な

り
ま
t
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、
多
く

の
量
仕
入
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

れ
が
直
ち
に
販
売
に
結
び
つ
き
、
閏

店
の
脊
上
げ
を
伸
ぼ
す
か
と
し
え

ぱ
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
、
商
品
構
成
を
自
店
な

り
に
適
正
に
な
る
よ
う
仕
入
れ
の
品

讐
ひ
を
し
、
量
も
検
討
ナ
る
よ
う
に

し
ま
す
。
と
ぅ
し
た
努
力
が
資
本
金

光
り
上
げ
率
を
高
め
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

仕
入
れ
経
路
を
十
分
に
検
討
す
る

1
仕
入
れ
経
路
に
つ
い
て
は
、
メ
ー

カ
ー
直
接
代
理
店
あ
る
い
は
闇
屋

を
通
じ
て
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
が
、

商
品
の
特
性
を
生
か
し
た
上
^
な
仕

入
れ
経
路
探
し
と
い
う
と
と
も
ゆ
る

が
せ
に
で
き
な
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
経
路
を
十

分
に
活
用
t
る
と
い
う
心
掛
け
が
大

切
と
い
ぇ
ま
し
ょ
う
。
「
あ
の
問
屋

は
セ
】
ル
ス
マ
ン
が
マ
メ
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
い
な
が
ら
K
し
て
仕
入

れ
が
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
容
易

な
考
え
方
で
は
な
く
、
時
に
は
積
極

的
に
自
ら
が
行
動
し
、
よ
い
仕
入
れ

を
行
う
よ
う
に
す
る
努
力
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
仕
入
れ
の
基
本
原
則
の

参
考
点
・
仕
入
れ
希
を
低
く
t
る

た
め
に
共
同
仕
入
れ
を
活
用
す
る
こ

と
も
よ
い
し
、
発
注
、
入
荷
の
さ
い

の
検
査
K
艦
を
期
し
販
譜
轟

を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
め
る
と
と
ι
0

ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
棚
卸
し
も
適
正
に
行
い
、
よ

き
仕
入
れ
の
一
助
に
す
べ
き
で
し
ょ

ノ
.

ニ
=

二
三
■

ニ
ニ
=
:
、
・
:
ニ
=
:

=
ニ
=
"
.

ニ
ニ
=
■
.

尖
業
の
健
全
な
発
展
と
消
費
岩

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
販
売
士
検
定
試
験
が
去
る
七

刀
七
H
、
当
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ナ
今
回
の
受
験
岩
は
六
十
一
名
で
、

そ
の
う
ち
五
十
.
名
が
合
格
、
合
栴

率
八
十
四
%
と
前
回
(
七
三
・
五

%
)
前
々
回
(
八
三
%
)
に
比
べ
最

」
局
と
な
っ
た
。

倫
、
次
回
は
十
刀
六
日
に
二
級
販

売
士
検
定
が
実
施
さ
れ
ま
t
。

J

中
小
企
業

労
使
の
た
め
の

労
働
相
談
に
つ
い
て

卓

・
十

一
=

,

関
係
か
ら
「
従
業
員
の
賃
禽
題
」

奈
良
県
で
は
、
中
小
<
業
の
屶
使

「
職
場
の
労
務
吹
享
図
り
た
い
」

紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、
労
働
者
福

な
ど
の
屶
働
条
件
な
ど
で
お
困
り
の

祉
の
向
上
と
中
小
企
券
使
の
安
定

方
は
同
労
働
相
談
所
を
ビ
利
用
く
だ

を
図
る
た
め
奈
良
県
中
小
企
業
労
働

さ
い
。

相
談
所
(
県
労
政
課
内
)
を
設
置
、

中
小
余
の
為
問
題
全
般
に
つ
い

詳
細
は
次
ま
で

奈
良
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

て
W
相
誓
応
じ
て
い
る
。

奈
良
市
登
大
路
町
県
庁
労
政
課
内

例
え
ぱ
「
労
使
間
の
紛
象
が
う
ま
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簿

こ
の
二
人
、
町
で
児
か
け
た

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
?
出
脇
良

君
〔
翌
右
〕
と
高
畑
康
二

君
で
当
所
の
記
帳
指
導
員
で

す
。帳

簿
の
つ
け
方
が
,
解
ら
な

税
金
の
こ
と
で
話
を
開
き

、
、

した
い
:
・
・
:
等
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
樫
に
声
を
お
か
け
く
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本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を
受

け
て
経
営
改
善
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
お
考
え
の

方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
璽
資
金
を
、
商
工
会
需
会

頭
の
推
薦
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無
担
保
・
無
保
証
人
で

お
貸
し
す
る
も
の
で
t
。

◎
貸
付
対
象
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、
製
造
業
そ
の
他

で
は
五
人
以
下
の
小
余
者
で
あ
る
と
と
。

◎
資
金
使
途
設
備
資
金
・
運
転
資
金

◎
貸
付
限
度
額
二
0
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
は
一
五

.0
万
円
以
内
)

◎
利
率
年
七
・
0
%

◎
返
済
期
限
器
資
金
三
年
以
内
(
六
力
月
据
置
)
、

運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証
も
い

り
ま
せ
ん
。
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
繋
庫

懇
W
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま

t
。
巡
回
相
談
希
望
の
方
は
T

E
L
哩
六
ニ
ニ
ニ
ま
で
。

タレ
L

J、Lタヨト

,
え

1
 
-

く
J
/

た
さ
い

第95号(第三種郵便物認盲D

月曜日

水曜日

木曜日

金曜日

法律相談

経理・税務相談

特許相談

金融相談

奈良会議所ニュース

10^00~12:00

13●00~15.00

13●00~15心0

9,00~17●00

当所では会員サ【ビスの一環として専問相
談室を設けて船ります。
お気軽にビ利用ください。なお利用される
方は事前(前日可)に当所までビ連絡くださ
い。

昭和51午 8 河10日(毎月1回10日発行)

小企業経営改善資金
小企業者にもっとも有利な融資

第95号(第三種郵便物認可)

一町で見かけたらー

声をおかけください

経営の合理化に
トヨタの力

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。
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奈良会議所ニュース

,

J
^

トヨ牙レニ"qリース奈良冷器卿鵬
6月1日入学各科進講中

9月1日募集予約受付中

0

車のご用、うけ九まわります

必要なとき、必要な場所て、必要な車が、必要な時間だけ
ご利用い九だけます。お気軽にお電話ください。

昭和51年8月10日(毎月1回10日発行)
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成長企業は.゛業主.管理耽.社員を刷わず生江教育に熱心、福利厚生費の活用て、一騎当千の
エキスバートを育てましょう。老若男女学歴関係なく誰ても決心次第、喬発勉励必得成功。
短期廉費て'、ムグ、ムラ、ムリの三厶を追放し、合理化、節税に役立ちます。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
調
査
簿
の

閲
覧
に
つ
い
て
L

1
通
産
省
機
械
情
報
産
業
局
1

電
子
計
算
機
の
利
用
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
及
び
流
通
の
促
進
符
報

処
理
の
振
興
を
目
的
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
調
査
等
が
完
成
し
、
閲
覧
希
望

老
毒
っ
て
い
る
。

と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
羽
査
簸
は
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
の
袈
投
資
を
浮
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
を
円
滑
に
し
、

情
報
処
理
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、

W
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
ソ
フ
ト
ゥ

エ
ア
鴫
木
、
一
般
コ
ン
ピ
ニ
ー
タ
ユ
ー

ザ
ー
等
が
保
有
し
、
か
つ
他
人
に
提

供
t
る
こ
と
が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
の
所
在
情
報
等
を
そ
の
利

用
を
希
望
t
る
者
に
提
供
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

と
の
調
オ
"
の
閲
築
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
所
中
小
企
業
相
談
所

(
T
E
L
⑳
六
二
二
J
 
ま
で
お
問

い
^
園
せ
く
だ
さ
い
。

十
数
年
来
の
上
昇
ス
ト
ッ
プ

物
品
税
課
税
税
額

と
き

過
去
十
年
来
上
昇
を
続
け
て
き
た

物
品
税
の
課
税
税
額
が
ダ
ウ
ン
ー

と
の
ほ
ど
、
大
阪
国
税
局
で
は
、
昭

和
五
十
年
度
の
物
品
税
課
税
状
況
を

発
表
し
た
。

そ
れ
に
ょ
る
と
、
物
品
税
の
課
税

税
額
は
九
六
0
舗
二
0
0
万
円
で

前
年
度
よ
り
二
八
億
二
四
0
0
万
円

減
小
ノ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
セ
バ
レ
ー
ト
型
ル
ー
ム

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半

と
こ
ろ
当
所
四
階
ホ
ー
ル

講
師
嫁
1
B
C植

田

受
講
料
五
、
 
0
0
0
円

⑥
広
く
関
係
者
各
位
の
御
参
加
を

ク
ー
ラ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の
税

率
の
引
上
げ
や
製
品
価
格
の
値
上
げ

な
ど
の
増
収
要
因
以
上
に
、
根
強
い

不
況
感
に
ょ
る
購
売
力
の
低
下
が
、

当
局
の
課
税
主
力
商
品
で
あ
る
ル
ー

ム
ク
ー
ラ
ー
、
小
型
テ
レ
ビ
に
顕
生
◆

に
反
映
し
た
と
と
に
加
え
て
、
免
税

点
の
引
上
げ
な
ど
の
減
収
要
因
が
あ

つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

競
馬
・
競
輪
・
競
艇

.
ー
、

,
今
年
度
の
入
場
者
は

2
4
4
3
万
人
"

俺
は
-
1
6
だ
、
私
は
特
券
で
3
 
輪
場
、
競
艇
場
な
ど
に
入
場
し
た
人

1
6
を
買
う
た
ワ
・
:
;
,
士
、
日
曜
臼
は
二
四
四
一
.
万
七
千
人
に
の
ぽ
う
た

に
も
な
る
と
、
友
人
同
志
や
家
族
づ
と
い
う
。
そ
の
入
場
税
は
匝
一
:

れ
、
も
し
か
す
る
と
恋
人
と
二
人
で
 
0
二
万
円
と
咋
年
よ
り
五
三
%
の
増

競
馬
場
へ
行
っ
た
人
が
い
る
か
も
。

Ⅱ
0

j

桜
花
賞
や
天
皇
賞
、
菊
花
賞
と
も
な

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
つ
の
レ
ー
ス

れ
ぱ
、
普
段
競
馬
に
興
味
の
な
い
人

の
う
ち
人
気
が
あ
る
の
は
、
や
は
り

で
も
周
り
の
ふ
ん
い
気
に
さ
そ
わ
れ

競
馬
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
ょ
る
実

況
放
送
の
せ
い
か
、
競
馬
が
フ
プ
ン

て
つ

0

い
大
阪
国
税
局
の
発
表
に
ょ
る
と
、

の
八
鼎
く
を
占
め
て
い
る
そ
う
。

昭
和
五
十
年
度
中
に
、
欝
場
、
競

二
一
茎
一
一
一
一
=
一
一
.
一
一
:
二
三
宅
一
=
三
宅
署
.
ニ
.
一
一
:
一
三
一
=
一
冨
三
一
=
一
冒
一
.
二
一
'
一
=
二
一
=
=
冒
三
二
=
=
一
=
ニ
、
÷
・
二
三
一
一
一
一
、
.
、
一
三
三
一
=
一
一
.
一
一
、
三
三
一
一
三

勝
氏

目

観
光
土
産
品

買
取
審
査
会
実
施
さ
れ
る

奈
良
県
糎
光
土
産
品
公
正
取
引
協

零
(
会
長
松
岡
太
郎
氏
、
会
員
削

社
)
は
去
る
6
河
玲
日
、
奈
良
県
の

共
催
を
得
て
、
矼
年
度
審
査
会
を
実

施
し
た
。
協
議
会
登
以
来
、
毎
年

土
産
品
の
品
質
向
上
、
信
用
確
保
を

目
的
に
実
施
し
、
 
N
年
目
を
迎
え
る

至
二
L
、
審
査
の
結
果
、
従
来
の
粗

悪
品
は
殆
ん
ど
姿
を
消
し
、
好
疾

を
残
せ
る
と
と
に
関
係
者
は
一
応
の

成
果
を
評
価
t
る
と
共
に
、
撲
減
を

期
し
て
更
形
努
力
を
重
ね
る
所
存
で

あ
る
。要

領
は
次
の
と
お
り
、

ズ
買
取
、
、
・
午
前
9
時
す
ぎ
ょ
り
奈

良
市
内
を
は
じ
め
、
吉
野
、
室
生
に

至
る
県
下
今
地
区
を
対
象
に
、
県
民

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
の
方
々
に
店
頭
需
数
俳
点

に
の
ぼ
る
食
品
の
観
光
士
産
品
を
買

い
上
げ
た
。

一
、
審
査
午
後
1
時
釦
分
よ
り
、
公

正
取
引
委
員
会
の
亊
務
官
を
は
じ
め

と
す
る
官
公
庁
職
員
及
び
消
業
活

モ
ニ
タ
ー
等
、
総
数
部
名
の
審
吾

を
持
っ
て
慎
器
査
を
実
施
し
た
。

一
、
審
査
結
果

合
格

条
件
付
合
格

単

゛
一

=

゛
十

「
呈

,
乢

子
人

牙

施

不
合
格

5
 
い

で
、
条
件
付
A
格
は
、
お
誓
で
食

に
供
し
て
も
身
体
影
縛
を
及
ぽ
さ

な
い
が
、
保
存
年
月
日
の
表
示
が
な

い
も
の
等
7
点
あ
っ
た
。
又
、
不
合

格
と
判
定
さ
れ
た
5
点
は
製
亀
者

名
、
所
在
地
等
の
表
示
が
、
食
将

生
法
か
ら
見
れ
ば
、
不
完
全
で
あ
る

等
に
ょ
り
不
合
格
と
判
定
さ
れ
た
も

の
が
大
半
で
、
過
大
包
装
と
梨
さ

れ
た
も
の
は
2
点
皿
過
ぎ
な
か
っ

ナ
以
上
が
要
点
で
あ
る
が
、
製
造
業

岩
を
は
じ
め
小
売
店
等
関
係
業
者

に
、
粗
悪
品
と
汚
名
を
謡
ら
れ
る

観
光
士
産
品
を
奈
良
県
下
よ
り
一
掃

す
る
努
力
を
更
に
望
む
と
共
に
観
光

大
小
良
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
期
待
し

て
止
ま
な
い
。

舎宿

向
向

身
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第95号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース
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昭和51年8月10日(毎月1回10日発行)

申込受付期間

115~20年償還

あなたの企業社宅は住宅公団の特定分譲住宅で

建設敷地は申込者で準備していただき、建設は当公団が行いまナ。
一定の公団資金を建設費に充当し、15年又は20年(年利9.0%)の長期割鰄
返済です。なお、詳細については、当公団に御相談ください。
昭和51年度基準工事費(公団資金を充当できる限度)

7月1日~ 9月30日

種

世帯向住宅

単身者
特殊基礎

柚栽園地設備

55金~60金未満

※施設とは住宅等に併設される店舗、事務所等のととでナ。

金未満

mp

第95号(第三種郵便物認可)

!ー・,・ー"・セールスマンスクール・ー,"(、・1
開校

'

.
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お 日
願 ..

』.」ーい
致 日
し .

ま 七
す 日

1、貞^、、^^,、、,、^闇、.^^,,、阜"ー^"亀、'J,、』ー^ー'、ー^『、,▲^、.r、'ノ゛、●^、▲一,

_世
単

上

中小企業等
5,360,000円
5,820,000円
6,210,000円

外内 国
特許・実用新案・意匠・商標

出原小審判・鑑定・1畷炎・侵害事件・訴訟
、(奈良商工会議所中小企業相談所瓢問・相談日第3木曜日)

田内外国特許事務所
士蔦田璋

弁理士 田正
町30番地町 U :;

(堺筋本町東へコクサイホテル南50メートル)
"、 06941-0702~0704

2,080,000円

じ、 C

4,290,000円

170,000円

お申し込み先・・・
奈良県土木部建築課

奈良市登大路町
TE L (0742) 22-1101

お問い合わせ先一・・ー
日本住宅公団関西支社

特定分該住宅課
大阪市城東区
森之宮1丁目 6番85号

TE L 大阪(06)968-1717

4,660,000円
4,970,000円

50,000円

1,670,000円

19,000円
6,000円

奈良会議所ニュース

82,000円

戸戸

昭和51年8月10日(毎月1回10日発下D
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